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籠七章 マ}ツ ー氏反晦 ノ轄化

弟入瑠 マンソー氏反慰陽性児ノ胸部所見

第 一節 幽 休的所見

第二筋 「レントゲン」的所見

第九章 マソソー氏反臨陽性見ノ血液所見
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第十章 線 括

第一章 緒 言

「ツベ ル クリン」反慮 ガ小見 ノ結核殊 二幼 若 ナル

小見 ノ結核 ノ診断 二際 シ亜要 ナル意義 ラ有 スル

コ トハ今更贅言 テ要 セザル トコロニシテ、 其 ノ

臨林的拉 二實験的研究 ハ枚墨 二逞 ア ラズ。余 ハ

最近家族 内殊 二雨親 ノ結核 性疾患 ノ爲 メ幼若 ナ

ル小見 ノ「ツベル ク リン」1焔態陽性 テ示 スモ ノ比

較 的多数 ナルニ注FIシ 、吾長 崎醤科大學小見科

學教室 二於 ケル昭和6年 ヨ リ昭和9年 二到 ル外

來及 ピ入院患者 ノ「ツベ ル クリン」反磨 陽性見 ノ

感染源 テ調査 シ、併 セテマ ンツー氏 「ッベル クリ

ン」反慮 二就 テ2、3ノ 臨 抹的観察 テ試 ミタルテ

以 テ、之 テ舷 二報 告 シ、大 方諸賢 ノ御批判 テ仰

ガ ン ト欲 スルモ ノナ リ.

第二章 検査方法

1907年Pirquetノ 「ツベル クリン」皮膚反磨世

二出 ヅル ヤ、相次 イデ種 々ナル攣法案 出サ レル

ニ到 レ リ。ソノ圭 ナルモ ノハMendelMantoux

undRouxノ 皮 内反磨、Pirquet,Brandes,佐

藤 、鈴木。高橋、 片 山、 住吉等 ノ皮膚反癒、

Escherich,Hamburger,Monti等 ノ皮下反磨、

MoroBlumenau,Habetinu.Pau1,齋 藤 、笠

原 、安藤 等 ノ経皮反磨、 ソノ他結膜、眼、 口屑

鼻、膣、尿道等 ノ粘膜 二於 ケル粘膜反慮、笠原

ノ脊髄 腔 内反磨、佐藤恒ニ ノ「ッベル ク リン」内

服診断 法等 ニ シテ各 々一一長一短 アルガ如 シ。然

レ ドモ此 ノ中最 モ多 ク用 ヒラル ・ハ周知 ノ如 ク

第一皮 内反慮(マ ンツー氏反慮)、 第二皮膚反庶

(ピ ル ケー氏反慮)、第三経 皮反鷹(モ ー ロー氏軟

膏 反慮)ナ リ。

ヱ三2』=氏 反慮 ノゼ ルケー氏反磨iヨ リ、 ソノ強

度及鏡 敏度 二於 テ優 ル ・ハ既 二M6nsi,Smith

井 上、武 田、山 口、貴 島、舳松等 ノ報 ズル トコ

ロニ シテ、 吾教室 二於 テモ昭和6年 以來 マ ンツ

ニ 氏皮内反慮 テ實施 シ、ZF井 教授、浦 島、太田

ノ報 告 アル トコロナ リ。

「ッベル ク リン」ノ濃度及 ピソ ノ量 二關 シテハ種
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種 ノ意見 アリ、Mendel,Engelハ1000倍 、Man。

touxハ5000倍 、M611erハ5000倍 乃 至50000

倍 卜云 ヒ、岩佐、菅原 ハ結核患者 ハ異種蛋 白一

封 シ敏感ナ,レモ ノ多キタメ非特異性 「ブ{ヨ ニ」

反態 テ恐 レテ30000倍 テ適常 トセルモ、上田 ハ

之ハ陽性卒 子牛減 スル ト云 ヘ リ、小林 ノ實験 ニ

ヨレバ、100倍 乃 至1000倍 溶 液 ニテ陽性 ナ ルモ

ノハ何 レモ陽性 二出デ、注射液 量 一於 テモ0.05、

0.1、0.2妬 ニ テ反慮二大差 ナキ 子以 テ、吾教室

二於テハ1000倍 溶液 子0.1耗 使 用Pレ コ ト・

セリ。 注射液 ハ 傳染 病研究所製薔 「'ソベ ル クリ

ン、テ原液 トシ0.5%ノ 割 二石炭酸 子 加ヘ タル

0.85劣 冗戒 菌 食 盛 水 ニ テ1000倍 ニ ウ ヘメ1ア ム プ

レ」二 〇.5耗 宛 入 レ、 保 存 セ ルtノ ラ 使 用 ㌔

コ ノ注 射 液 一}「ツ ベ ル ク リ ン」汀 射 器 、5分 ノ1

乃 至4分 ノ1注 射 針 ラ 川 ヒ().1妬 豫 メ前 膳 屈 側

ラ 「ア アしコー,し 」及 ピ 「エ ー テ ル 」∴ テ 溝 拭 セ ル部

位 二 皮 内 注 射 ラ ナ 入ナ リ。 ソ ノ反 慮 ノ結 果 テ判

定'へ ・し∴種 々 ノb'法 ア レ ド モ余 等 ハ 直 裡 ノ5-

9粍 一・bv,E陽性(±)、10-14粍 テ,d・易陽 性(+〉 、15

-19粍 子 中 窪度 陽 性(十D
、20粍 以1:ラi'lt陽 性

(帯)ト ナ シ、 注 射 後24時 間 ニ テ 判 定 一ヘル コ ト

ト セ リ。

第三章 マンツー氏反慮陽性率

第 一 節 年 齢 別

都 言、田舎病院 入院患見等 ニ ヨリ各 々ソノ陽性

率 ラ異 ニスレハ言 手侯 タズ、 サ レ ドモー一般 二年

齢 ノ長 ズルニ從 ピ"'ベ ル クリン」反鷹 ノ陽性率

大 ナルハDickeyandSeitz,Siegmund,

Nothmann,且ellsen,Mifller.KIeinschmidt,

Smith,Taylor,栗 山 、井上、高橋、 西山、 田中

ソノ他 ノ諸氏 一 ヨリ報 ゼ ラル ・トコロナ リ。吾

教室 二於 テそ蘇 二ZFヰ 教授、 浦島、 た田 ノ報 告

ア レドそ、余 ハ更 二昭和6年 ヨリ昭和9年 二到

ル入院患晃849人 中764人 、2Bチ 全 入院患 見 ノ
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リ。

向後勉 ハ20報 告 ヲ集 メ、 ソノ陽性李85.1%ト

云 ヒ、 大 都市 一一一一於 テハ39.1%、 小 那市a於 テ

ノ、25.1夕6ト 云 ヘ リ、 然 ノレニ 誹群…衛孝卜1'1勺環 境 」L方奄

テハ無論年齢 ト共 二」曾 人モb高 橋b上 林b古 屋

ノ報告 ニ ヨレバ 東京 二 於 テ7年 乃至12年 ノ!ト

均76.5%テ 示 セ リt'云 フ.

第 二 節 性 別

各地 二於 ケル諸家 ノ統 計 テ兄ル ニ多 ク・・女見 一・

於 テ男見 ヨリ幾分大 ナル陽性卒 テ示 入ガ如 シ。

DickeyandSeitzハ1930年 米 國 サ ンフ ラン シ,　 　　お

ス コ ・… テ 男 見22.9%、 女 見24.3%ト 報 告 シ、

る

吾國 二於 テモ小池、 古見、松 田ハ男見36.4%、

女 見46.3%、 高 橋(末)ハ 男見71.6%、 女 見

82.2%、 男女大 差無 キ例 トシテハ 新井 ハ 男見

48.O%、 女 見47.5%、 高 橋(潤)ハ 男見26.97

%、 女見26.08%等 ノ報 告 ア リ、 タ ・"僅 力"

Harringtonu.Meyerハ 男 見 ノ方 ガ陽性卒大

ナ リMヒ 、鄭 ハ朝鮮 二於 テ男見52.2%、 女 見

47・8%ト 報 告 セ リ。余 ノ場合 二於 テハ患見764

人 中男見448人 、 女見316人 ニ シテ、 ソ ノ中マ

ンツー氏反慮 陽性 ラ示 シタモ ノハ男見75(16・74

%)、 女 見62(19.62%)ナ リ、 女見 ノ方 ヤヤ男

見 二比 シ陽 陞率大 ナル ガ如 シ。

第 三 節 季 節 別

マぞ ツニ 氏反癒陽性者 ノ搬病季節 二就 テ土橋教

授 ハ春 ヨ リ夏 二亙 リテソ ノ頻度 ラ堰加 セル コ ト

ヲ轍告 ヒラル ・モ他 二多 ク ノ報 告 二接 セズ。吾

教室 ノ浦 島、、k田ハ陽性 二搬現 セ シ283例 ラ季

節別 ∴観察 シ春 ヨリ夏 碗亙 リテ高値 ラ示 シ、秋

ヨリ冬 二及 ピ減少 ノ傾 向 テ示 セル コ トテ報告 セ

リ。余 ハ更 ニマ ンツー氏反慮陽性見725例 ニ ツ

イテ季節別 二観察 スル ニ、春208例 く28.68%)、

夏270例(37.24%)、 秋144例(19.86%)、 冬

103例(14.21%)ニ シテ浦島、太 田 ト同様 ナ結果

二達 セ リ。 次 ニマ ンッー氏反磨 ラ施行 セルモ ノ

トソノ陽性 ナルモ ノ トノ關係 テ季節別 二観察 ス

ル ニ、陽性卒 ハ春19.10%、 夏20・31%、 秋16.17

%、 冬14.56%テ 示 シタ リ。之即 チ蘇 二結核 二

感染 セル小見 ガ比較的 多 ク春及 ビ夏 二登病 シ病

院 テ訪 レル コ トラ意味 セル モ ノナランカ。

第四章 小児結核性疾患トマンツー氏反慮

小見結核 性疾患 ハ種 々ナル形 トシテ來 り、初期

感染、肺門淋巴腺結核、頸腺結核、皮膚 「ツベ ル

ク リー ド」、 「ブ リクテ ン」、腸結核、 腹膜結核、

肋膜結核、更 二進 ンデハ肺結核、骨結核、結 核

性關節 炎、最 モ悲惨 ナルハ結核性磯膜炎、粟粒

結核等 ナ リ。而 シテ安井 ハ小見結 核 ノ90%ハ 肺

門淋 巴腺結核 ト言ヘ リ。余 ハ種 々ナル臨躰的観

察 テ綜合 シ、 前述 ノ如 キ結核性疾患 ト考 へ得 ル

モ ノ115人 テ 検 セ ル ニマ ンツー氏反磨陽性者

64人 ニ シテ55・65%一 當 レリ。 爾 入院患見 中

ヱ ンツニ氏反磨 陽性見137人 中64人 即 チ46.72

%ハ 結 核性疾患 ト考ヘ ラレタリ。入院外來 テ通

ジテハ マ ンツー氏反磨陽性見 ノ53.93%ハ 結核

性疾 患 ト考ヘ ラレタリ.之 垂北醤院 ノ入院患者

中 マ ンツー氏反磨陽性見 ノ54.8%ハ 結 核性疾

患 デ アリ、結核患見 ノピル ケー陽性率 ガ55.8%

ナ ル成績 トヨク符合 スル トコロナ リ、満洲 二於

テ田中 ハマ ンツー陽性 ノ モ ノ・結核罹患卒 ハ

44・0%ト 報 ゼ リ。故 ニマ ンツー氏反磨 陽性見 ハ

特殊 ナル養護 テ以 テ登病 ノ豫防 二努 ムベ 久 ソ

ノ爲 二小見殊 二學齢見童 二「ッベ ル ク リン」反慮

テ施行 スル コ トハ意義 アルコ トナ リ。

第五章 マンツー氏反慮陽性鬼 卜感染源特二家族内感染二就テ

結核 ノ感染 二家族内感染ガ可 ナリ重大ナル役割

テ演ズルコ トハ既二諸家 ノ注 目シ報告 スル トコ

ロニ シテ、二 三 ノ文獣 テ引用 ス レバ
、石 田 ノ報

告 ハ730人 ノ患 見中血族 二1人 以上結核性疾患
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ノァルモ ノ213人 、 即 チ29.1%一 シテ、ソ ノ模

様 ラ見 レバ父 二結核1嫉 患 アルモ ノ6.0%、 母

ニアルモ ノ5・6%、 同胞 ニアルモ ノ8.2θ5 、 租

父母 ニ アル モノ5.5タ5、伯叔 父母 ニアルモ ノ7.8

%ラ 示 シ、而 シテ家族 内 二結核 アレバ特 二乳幼

見 二於 テ結核感染 ノ陽性率高 シMフ 。deBen-

6dettiハ 雨 親若 シクハ家族 二開放性結核 ヲ有 ス

ル31家 庭 ノ乳 小見55人 テ検 シ、ソ ・中50人 ガ

「ツベル クリン」反慮陽性 デ アリ
、 他 ノ人 ハ或者

ハ粟粒結核 ニテ倒 レ、 叉 ハ感染後 日淺 シ ト思 ハ

レ、殆 ンド糖 テガ結核 二感染 シ、多 ク結核性疾患

二罹 レリ ト報 告 セ リ。鈴木 ハ「ツベル ク リ》」反癒

陽性見 ノ約 牛数 ハ其 ノ家族 二結核性疾患 アリ ト

ィヒ、土橋教授 ハ40人 ノ陽性者 中11人 ハ家族

二結核性疾患 ア リタ リ ト云 ヘ リ
。新 井 ハ東京小

學校虚弱見 童検査 ニ ヨリX線 上106人 ノ結核患

見中44人(41・6%)二 家 族 内二感染源 アリ、療養

所 二未牧容結核患見1470人 中 明カラニ家族 内 一

感染源 アリ ト言 フモ ノ22.7%ニ シテ 家族 ノ内

外 ラ問ハズ感染源 ア リ ト言 フモ ノ28.0%ナ リ

ト報 告 セリ。 余 ノ楊 合 二於 テハ無論軍 二患者側

ノ訴 へ一 ヨルモ ノナ レ ドモ、入院外來合 セテ725

人 ノマ ンY-.r氏 反 慮 陽性見 中感染源 アリ ト認知

セル モ ノ188人 一 シテ、家族 内二感染源 アリ ト

言 フモ ノ163人 、 親戚知人 デ特 二接近 スルPt-=

感 染 源 ア リトβ フモ ノ25人 ナ リ、 即 チ家族 内

二結核性疾患 二罹 レル人 アリ ト言 フモ ノハ少 ク

トモ22・48%、 家 族 ノ内:llテ問 ハ ズ感染源 ア リ

ト1ずフモ ノ25・93%ナ リ.殊 二家族 内 二感染 ア

リ ト言 フ163人 ノ中父 ノ揚合56人 、 母 ノ場合

57人 一 シテ合 セテ113人 、即 チ雨親 ノ何 レカニ

結核 性疾患 ノ存 スル モノ15.59%ナ リft上 述 ノ

如 ク多 クハ感染源 テ認知 セズ トハ云 へ、家族 内

二感染源 ア リト言 フモ ノ相當 ノ割合 テ示 ス故
、

家庭 二結核性疾 患 アル場 合ハ幼見 ノ保護 二努 ム

ベキ デアリ、既 二感染 セルモ ノ ・登病 豫防 ノ大

切 ナルガ如 ク、未 グ感染 セザ ルモ ノハ感染 ノ機

會 テ出來得 ル丈ケ少 クナス様特 二十分 ナル監視

ト庇護 が必要 ナ リ ト言 フベ シ。

第六章 マンツー氏反嚥ノ強度

マンツー氏反磨 ガ年齢 的 二又 ハ重 感染 ノ機 會等

ト何等 カ ノ關係 アリヤ ト言 フーViethenハ410

例 ノ結核感染 者中]71人 ハ 重感染 ノ機會 二曝 サ

レ居ルモ、重感染 ノ機 會如何 ハ感染 ノ経過及 ピ

豫後 二何等 ノ影響 モ及 ボサズ ト言 ヘ リ。余 ノ場

合 マンツー氏反慮 ノ強度 二就 テー一般 マ ンツー氏

反慮陽性見 ト感染源 アリ ト訴ヘ タルモ ノトテ比

較 スル ニ第3表 ノ如 ク雨者間 二大差 テ認 メズ、

第 3

僅 カニ反磨弱 キモ ノ・傘少 ナキガ如 シ、即 チ重

感染 ノ機會 ハ反癒 ノ強度 ニハ大 シタ影響 ナキガ

如 シ。 之 二反 シ第4表 二見ル が如 ク、 強陽性反

磨 ハ年齢 ト共 ニソ ノ薮 テ檜 シ、 中等 陽性反府、

弱 陽性反磨 ハ年齢的 二大差 ナ ク、疑 陽性反磨 ハ

幼少 ナルモ ノニ多 キガ如 シ、即 チマ ンツー氏 反

磨 ハ年齢 ノススムニ從 ヒ陽性傘 ガ増 ス ト同時 一

其 ノ強度 モ次第 二壇彊 スル ガ如 シ。

表

1総 籔1
帯1什

1+」 ±一
一 般 マ ソツ ー 陽性 見 725 223(30.76%)

鵬i器ll;
176(24.28`。) 17α .23.45%)

感染源 ヲ認ムルモノ 1.8816。(3、 伍%) 49(26鯛1 35(18.62・ の

第 4 表

年 齢 例籔
±

i十
什 柵

例釧% 例釧% 例釧%
1

瞳レ
0-11144128.571750.0011}7.14214・29
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12.86

13.33
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3

τ

}10

26

9

}15
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17

15
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一FD

1

1

3

32.43

30.00

11.11

13,51

21.74

38.81

19.15

25.42

21.15

28.81

23・'セル

21.05

21.43

10。00

6

7

}6

琵

一13

10

13

0

}
-

一
4

帽
」

-
五

「
-

2

一
7

り
」

噌
■

16

8

12,22

17.50

22。22

32.43

28。26

第

14,93

27.66

1

一
8

一
8

一
8

一8

一
18

12

16・95i24・

21.15118

毛
く2

　

23.73-124
18.75

5

22.37

22.86

26.67

24

一
23

一
30

一
15

29。63

21.62

17.39

26.87

25.53

40.68

34,62

40,68

37.50

6

「剖耶 一4例
「』■■」閃「

(一)一 ・(十十)1例 て=2→(± ノー(十)1例F

r-、 一(十 、3例 (一)→ ζ±)3例 (一)-r十 ト ・r柵)1例一

第七章 望 ンツー氏反慮 ノ韓化

マ ンツー氏反慮 与重複検査 セルモ ノ・中反慮 ノ

弓星クナ リシモ ノ、身勇クナ リシモ ノ、依多然憂化 ナ

キモ ノ、全 ク陰性 ヨリ陽性轄化 子ナセルモ ノア

リ。 余 ノ再検査 セル33人 ノ中反億 ノ張 クナ リ

シモ ノ19を列(57.58%)、 反 慮 ノ弓弓クナ リシモ ノ

8例(24.24%)、 依 然攣 化 ナキモ ノ6例(18.18

%)、 陰 性 ヨリ陽性へ轄 化 セ1レモ ノ13例(39.41

%)ア リ、 重複検査 ノ期 間ハ4日 乃 至2ケ 月 ナ

リキ。陰性 ヨリ陽性 へ韓 化 セル モ ノ ・張度 テ見

ル ニ第5表 ノ如 クニ シテ、寺 島ハ陽性轄化 ハ突

然 二張陽性 ニナルモ ノ多 シ ト云 ヘル モ、余 ノ場

合 ハ期間一定 セザルタメ結果不定 ナ リ.感 染源

ノ認知 ト轄化 ノ間 二原 因的關係 テ認 メズ。石 田

ノ・34人 中6人 自Pチ17.6%ノ 陽 性轄化 テ見 タ リ

ト言 ヒ、酒井 ハ38%陽 性 轄化 子 見 タリ ト報 ぜ

リ。韓化 二就 キ注意 スベキハ陰性轄化 一 シテ榮

養 衰 ヘ タルモ ノ、百 日咳、狸紅熱 「グリッベ」

大腸 炎、麻疹 、肺炎、赤痢 等 ノ急 性期、重症結核

r粟粒結核、結核性磯膜 炎)等 二於 テハ陰性 テ示

スコ トアリ、Preisch,Hamburgr,Nothmann,

Rolly,Moltschanoffu.Popper,Galli等 ニ ョ

リ唱 導 サ レ、 實護 サ レ シ如 ク、 結核 「アレルギ

ー」ハ生膿 ノ防禦作用 ノ表象 ニ シテ、 ソノ減弱

ニヨ リnegativeAnergieニ ナ ル ト言 ヘ リ
。依

ツテ第1同 ノマ ンツ=「氏反慮陰性 二終 ルモ、結

核 テ疑ヘ バ第2同 、 第3同 ノ検査 テ敢 テ行 フ可

キナ リ。

第八章 マンツー氏反磨陽性児ノ胸部所見

第 一 節 臨 豚 的 所 見

マ ンツー氏反磨 陽性見中胸部 二異常 アルモ ノニ

就 キ観察 スル ニ、 右肺 二異常 ノ攣 化 アルモ ノ

479人 、 左肺 ニアルモ ノ152人 一 シテ 左右 ノ比

ハ1封3・15ナ リ、左右 テ上 中下 ノ分 野 二分 ツテ

観 察 スルー、 ソノ攣 化 ハ右 背下 二最 モ多 ク右背

上、右 前上、右前下、右 背中、左背下、右前 中、

左前 下、左背 卜、左前 上、左背 中、 左前中 ノ順
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序 トナ レリ。 新井 一 ヨル モ大部 ハ右肺 ニ シテ ソ

ノ分布 ハ下上 中野 ノ順 ニア リ、左肺 ハ上巾 ノ順

ト云 ヒ、相似 タル結 果 二達 セルナ リ。

第 二 節 「レ ン トゲ ン」的 所 見

小池、松田 ノマ ンツー氏反慮陽性見 ノ「レン トゲ

ン」的研究 ニヨ レバ77.496二 病 的礎1ヒ 子認 メ、

右肺 ト左肺 トノ比 ハ2.4封1ト 云 フ,而 シテソ

ノ分布状況 ハ右中肺 二最 モ多 ク左 中、 雨下部之

二亜 ギ、古 田、松 田 ハ肺 門淋 巴腺 ノ礎 化 テ認 メ

シモ ノ44.3%ナ リ ト言 ヘ リ。余 ノ場 合 ハ臨 跳木的

二 胸 部 二 瞳 化 ア リ シ モ ノ ・ ミ ノ 「レ ン トゲ ン」的

観 察 ニ シ テ247人 中 肺 門 部 二腿 化 ラ認 メ ン モ ノ

109ノ ＼(44.13%)、 肋 膜 ノ秘 化87人(35.22%)、

肺 野 ノ浸 潤53(21.46%)b粟 粒 うくハ汎 獲 性 結 核

16(6.48%)、 ソ ノ他 ノ壁 化53(21.46ク6)、 り、}1硬

テ 認 メ ザ ル モ ノ2(0.㌔1%)ニ シ テ左 右 肺 ノ巾

部 二 病 腿 ノ 多 キ コ ト・・諸 家 ノ報{π抄 …・致 ス ル ト

コ ロ ナ リ。

第九章 マンツ呪氏反慮陽性鬼ノ血液所見

小見結核 ノ診断及 ビ豫後 二役立 ツ トサ レル血液

ノ毒性穎粒及 ピ赤 血球沈 降速度 二就 キ少 シク観

察セ ントス。

第 一 節 毒 性 穎 粒

毒性穎粒 ハ生理的状態 二於 テモ存 在 シ得 ルモ ノ

ナルモソノ数 ハ甚 ダ僅少 ナルモ ノナ リ。TUrk,

Pappenheim,Cesaris,Demal,J乞gic,Alder,

Naegeli,SchUltenHeissen,Schilling等 ハ頼

粒 ノ多少或 ハ穎粒 ノ現 ハル ・白血球 ノ数 ハ疾 患
ヘ

ノ重 サニ相 當 スルモ ノナ リ ト考 ヘ ソ ノ豫後判

定二償値 ア リ トセリ。Mommsenハ1927年 一

定 ノPHニ テ「ギムザ」染 色 テナス時現 ハル ・中

性多核 白血球 ノ穎粒 テ病 的穎粒 ト構 シ、 之 ガ或

種 ノ疾患 ノ経過 及 ビ豫後 一影響 アリ ト述 ベタ

リ。而 シテPH5.4ニ テ正常人 ニテハ之 テ訣 ク

カ、甚 ダ少 キコ トテ報 告 シ、吾教室 二於 テモ李

井教授、茅野、橋本、深堀、四熊、 二階堂等 ノ

報告 セル ガ如 ク、略 ≧同檬 ノ結果 テ得 タ リ、 爾

來結核性疾 患 ノ際 二於 ケル毒性穎粒 二關 シテモ

Meyer,Keller,Mommsen,Gloors,深 堀 等 ノ

研究 アリ、何 レモ結核 ノ進行 二ZF行 シテ毒性穎

粒 ノ壇加 テ示 セ リ。余 ハマ ンツー氏反磨陽性見

208人 二就 テMommsen氏 ノ方法 ニ ヨリ毒性

穎粒 ラ検 スルー、 ソノ76.92%二 毒 性穎粒 テ謹

明 シタリ。疑 陽性見 ニテノ・69.77%、 弱 陽性見

ニテ・・84.44% 、中等度陽性見 一テ・・72・73%、

強陽性見 ニテハ80.00%一 毒 性穎粒 テi明 セ

リ.マ ンツー氏反慮陽性 ニ アラバ レタルモ ノ・

毒性穎 粒 ノ卒均値 テ示7・ ナ ラバ疑陽性14・09?」、

弱陽性11.68%、 中等 度陽性14.33%、 弧 陽性

11.34%ニ シテ何 レモ10.00%以 上 ラ示 シ、 深

堀 二■ル健康小見 二 於 ケル出現寧0-3.0%二

比 シ遙 カニ増加 テ示 セ リ。然 ル ニ ソ ノ弧度 ニ ヨ

ル毒性穎粒 ノ出現 卒 ハ大差 ヲ認 メザ リキ。張 陽

性 テ アラハス ト難 モ現 在結核 性疾患 ナキモ ノハ

毒性穎粒 少 ク、 疑陽性 テアテハ ス患見 モ現在重

症 ナル結核 性疾 患 二罹 レルモ ノハ数{一%テ 示 ス

コ トアル ガ故 二、浦 島太 田 ノ統計 ノ如 ク、毒性

穎粒 ハマ ンツー氏反磨 陽性度 ノ弧 サ ヨリモ、寧

ロ結 核 ノ進行 ト共 二増 加 スル モ ノナ ラン、而 シ

テ他 ノ傳染性疾患 二於 テ モ多少 トモ}珪性穎粒 テ

謹 明 シ得 ル ト云 フ ト難、 コノ毒 性穎粒 ノ多寡 コ

ソ、結核 ノ活動 性 ノ診断及 ビ豫後 二役立 ツモ ノ

ナルベ シ。

第 二 節 赤 血 球 沈 降 速 度

1924年Linzenmelerガ 血球 沈降速 度 ノ臨躰的

意義 二就 テ螢表 シ、 爾來各種疾 患 二於 ケ,レ之 レ

ガ検査 報告 アリ.結 核性疾患 二於 テハ既 一A・

Frischu.Starlinger,FahraeusWestergren,

Delhaye,SchUrer.Eimer,Weickse1,Mathe,

Karl,Verdia,Dreyfurss,HechtLeVinson

村 上 、長 島、鈴木、本 多、天野、 岡林、赤澤、

牧 田、 四熊等 多数 ノ學者 ヨリ報告 セ ラレ、 ソノ

文献枚墾 二逞 アラザルナ リ、一般 二赤血球 沈降
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速度 ハ結核性疾患 二於 テ促進 シ、殊 二肺結核 ニ

ハ ソノ促進著明 ∴ シ へ 沈降速度 ハ疾病 ノ進 行

ト4二行 シ、非活酬tl三ノモ ノハ週 久 活動 性 ノt

ノハ速 ニ シテ、初期肺結核 ニ アリテハ ソ ノ迷度

ハ正常 二近 キ カ或 ハ殆 ン ド正常 ナル揚合 アリ ト

ィヒ、死期 ノ迫 リタル時 ハ減 少 シ、叉疾 ヲ丙ノ良

好 二向 フ時 モ減少 スル トイソナ リr一余 モ亦Lin・

zenmeier。Raunertノ 方 法 ∴ヨ リ180人 ノヱ

三2』二氏反慮陽性見 ノ赤血球沈 降速度 ヲ検 セル

ー一一、 ソノ卒均値 ハ第6表 二示 スガ如 シ。

即 チ第1時 間 二於 テ正常 見 ノ5-10粍 ラ超 エザ

ルモ ノニ比 シ何 レモ速進 テ來 シ、弧度 ト共 一 ヤ

ヤ促進度 テ塘加 セル ガ如 シ。然 レドモマ ンツー

第6表

陽性疫
π汐[数

1時 間

2時 閲

3輪

± 十

i灘盤

帯

68

20.37血

25。49mD

29。48m

氏反慮陽性見 ニ シテ正常値 ラ示 スモノ少 カラ

ズ、 タ ・'結核 ノ進行 シツ ・アルモ ノ重症 ナルモ

ノニ於 テハ澁 カニ赤血球 沈降速度塘張 スルモ ノ

ナ レバ、 赤血球沈 降速 度 ノ促進 ノ多寡 ハ病勢進

行 ノ診断及 ピ像後 二 重要 ナル 指針 トナ リ得 ペ

シ。

第十章 総 括

〈1}昭 和6年 ヨ リ昭和9年 二到 ル 入院患見849

人 中764人 、 郎 チ全 入院患見 ノ89.99%ニ マ ン

ツー氏 「ツ〈ごル クリン」反慮 ラ施行 セル ニ性別 ニ

ハ僅 カニ女見 二陽性卒大 ナル モ大差 テ認 メズ、

年齢的 ニハ年齢 ノ長 ズル ニ從 ヒソノ陽性卒 テ檜

加 スル テ見 タリ。

(2)季 節 的 ニハ春及 ピ夏 二於 テ ソノ陽性 率大 ナ

リ。

(31臨 抹 的 二小見結核性疾患 トマ ンツー氏 反慮

トノ關係 テ見 ・・二結核 性疾 患 ト考 へ得 ルモ ノ・

55・65%ハ マ ンツー氏反癒 陽性 ナ リ、 入院患見

ノ中マ ンツー氏反磨i陽性 ナルモ ノ・46 .72%ハ

結 核性疾患罹患者 一 シテ、 入院 患者及 ビ外來

患者 テ合 セ テマ ンツー氏反鷹陽性見(725人)ノ

53.93%ハ 之 レ又結核性疾患 ラ患 フ。

(4)ヱ 」ンツニ氏反慮 陽性見中家族 内二結核性疾

患 二罹 レル モ ノアリト訴 ヘ シモ ノ22.48%、 ソ

ノ中雨親 二結核性疾患 アルモ ノ15.59%ナ リ、

爾家族 ノ内外 テ問ハズ感染源 ア リ ト訴 ヘ シモ ノ

ハ25.93%ナ リ。

(5)マ ン ツー氏反慮 ハ年齢 ト共 ニ ソ ノ強度 ラ檜

シ、重感染 ノ機會 ハ反慮 ノ強度、轄化 二大 シタ

影響無 キガ如 シ。

(6)2ケ 月 以 内二重複検査 セルモ ノ ・中陰性 ヨ

リ陽性 へ轄1ヒセルモ ノ39.41%ナ リ。

(7)マ ン2』=氏 反磨陽性見 二於 テ胸部 二異常 ア

ルモ ノ ・左右肺 ノ比 ハ1封3.15一 シテ、右背 下

二最 モ髪 化多 久 次 ハ右背上、 右前 上、右前下

右背中、 左背下 ノ順 ナ リ.

(8)「 レ ン トゲ ン」的検査 ニ ヨルニ左右 ノ中部 二

病愛 アル モノ最 モ多 ク肺 門部 二慶 化 テ認 ノシモ

ノ44・13%ナ リ。

(9)マ ンツr氏 反 鷹陽性見 ノ血液 所見 二於 テ毒

性穎粒 ノ壇加 テ認 メ、赤血球沈 降速度 ノ促進 テ

誼明 シタ リ。

稿 テ終 ル ニ臨 ミ、恩師卒井教授 ノ御 懇篤 ナル御

校閲 テ深謝 ス。
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